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『
読
書
の
四
季
』
の
原
稿
を
依
頼

さ
れ
、
新
人
の
時
に
書
い
た
と
断
っ

た
が
、
「
先
生
、
二
巡
目
で
す
」
と
言

わ
れ
、
長
く
居
る
と
こ
う
い
う
こ
と

も
あ
る
の
か
と
結
局
引
き
受
け
た
。

読
書
の
習
慣
が
ま
だ
身
に
つ
い
て
い

な
い
高
校
生
向
け
の
選
書
は
難
し
い

が
、
若
い
時
に
ぜ
ひ
読
ん
で
お
き
た

い
本
を
紹
介
し
よ
う
。 

図
書
委
員
は
「
書
評
で
も
本
の
紹

介
で
も
何
で
も
良
い
」
と
言
っ
て
く

れ
た
が
、
書
評
と
い
う
の
は
案
外
難

し
く
、
先
日
亡
く
な
っ
た
書
評
の
達

人
丸
谷
才
一
が
神
様
に
思
え
て
く
る
。

書
評
集
『
快
楽
と
し
て
の
読
書
』
（
ち

く
ま
文
庫
）
は
読
書
欲
を
か
き
た
て

る
が
、
高
校
生
に
は
『
文
学
の
レ
ッ

ス
ン
』
（
新
潮
社
）
の
方
が
良
い
。
こ

ち
ら
は
書
評
集
で
は
な
く
、
対
談
集

で
読
み
や
す
い
。
聞
き
役
が
丸
谷
才

一
の
話
を
う
ま
く
引
き
出
し
、
楽
し

い
「
文
学
講
義
」
に
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
巻
末
に
は
読
書
案
内
も
付
い

て
い
る
。 

英
文
学
に
影
響
を
受
け
た
丸
谷
才

一
の
小
説
は
大
人
向
け
と
い
う
印
象

が
あ
る
。
例
え
ば
、
『
女
ざ
か
り
』

（
文
春
文
庫
）
や
『
輝
く
日
の
宮
』

（
講
談
社
文
庫
）
は
徹
夜
し
て
し
ま

う
ほ
ど
面
白
い
小
説
だ
が
、
主
人
公

が
ど
ち
ら
も
女
性
で
前
者
が
新
聞
の

論
説
委
員
、
後
者
が
源
氏
物
語
の
研

究
者
と
い
っ
た
具
合
に
高
等
科
生
に

は
ち
ょ
っ
と
な
じ
み
に
く
い
。 

丸
谷
才
一
は
創
作
ば
か
り
で
は
な

く
、
多
く
の
英
米
の
作
品
を
翻
訳
し

て
い
る
。
そ
の
中
か
ら
彼
に
大
き
な

影
響
を
与
え
た
ジ
ョ
イ
ス
の
『
若
い

藝
術
家
の
肖
像
』
（
集
英
社
）
を
推
薦

し
た
い
。
主
人
公
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
・

デ
ィ
ー
ダ
ラ
ス
の
「
美
学
論
」
は
難

解
だ
が
、
文
学
者
を
め
ざ
す
主
人
公

の
成
長
を
幼
年
〜
少
年
〜
青
年
と
年

代
順
に
描
い
て
お
り
、
ジ
ョ
イ
ス
の

作
品
の
中
で
は
理
解
し
や
す
い
。
偏

狭
な
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
や
頑
迷
な
教

会
が
支
配
す
る
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
を
逃

れ
、
自
己
実
現
の
た
め
に
パ
リ
に
旅

立
つ
青
年
の
姿
に
共
感
で
き
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

優
れ
た
小
説
家
で
あ
り
な
が
ら
名

翻
訳
家
で
も
あ
る
作
家
に
は
、
丸
谷

才
一
の
他
に
村
上
春
樹
が
い
る
。

『
村
上
春
樹
翻
訳
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
』

（
中
央
公
論
新
社
）
が
あ
る
く
ら
い

多
く
の
翻
訳
を
手
掛
け
て
い
る
。
数

あ
る
翻
訳
作
品
の
中
で
も
、
二
十
世

紀
ア
メ
リ
カ
文
学
を
代
表
す
る
フ
ィ

ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
の
『
グ
レ
ー
ト
・

ギ
ャ
ツ
ビ
ー
』
は
ぜ
ひ
読
ん
で
欲
し

い
作
品
だ
。
主
人
公
ギ
ャ
ツ
ビ
ー
は
、

富
裕
階
級
の
か
つ
て
の
恋
人
を
取
り

戻
す
た
め
に
非
合
法
な
手
段
ま
で
用

い
て
巨
万
の
富
を
築
く
が
・
・
・
。

物
質
的
な
成
功
に
魅
入
ら
れ
た
者
の

幻
滅
と
転
落
、
破
滅
の
美
、
ア
メ
リ

カ
の
夢
と
悪
夢
を
抒
情
的
な
語
り
と

緊
密
な
構
成
で
描
い
て
お
り
、
深
い

余
韻
を
残
す
。 

村
上
春
樹
も
外
国
文
学
に
大
き
な

影
響
を
受
け
て
い
る
。
彼
に
影
響
を

与
え
た
作
家
の
一
人
に
カ
ー
ト
・
ヴ

ォ
ネ
ガ
ッ
ト
が
い
る
。
ヴ
ォ
ネ
ガ
ッ

ト
の
作
品
は
英
語
２
の
教
科
書
に
原

形
が
分
か
ら
な
い
ほ
ど
短
縮
さ
れ
た

形
で
載
っ
て
い
た
。
翻
訳
は
短
編
集

『
モ
ン
キ
ー
・
ハ
ウ
ス
に
よ
う
こ
そ

（
１
）
』
（
ハ
ヤ
カ
ワ
文
庫
）
に
収
め

ら
れ
て
い
る
の
で
関
心
の
あ
る
生
徒

は
読
ん
で
欲
し
い
。
ま
た
、
ヴ
ォ
ネ

ガ
ッ
ト
の
作
品
の
中
で
も
特
に
村
上

に
影
響
を
与
え
た
作
品
は
『
ス
ロ
ー

タ
ー
ハ
ウ
ス 

５
』
（
ハ
ヤ
カ
ワ
文

庫
）
だ
ろ
う
。 

こ
れ
は
ヴ
ォ
ネ
ガ
ッ
ト
が
第
二
次

世
界
大
戦
の
時
に
、
捕
虜
と
し
て
友

軍
に
よ
る
「
ド
レ
ス
デ
ン
爆
撃
」
に

遭
遇
し
た
戦
争
体
験
を
材
料
に
し
た

作
品
で
あ
る
。
主
人
公
ビ
リ
ー
・
ピ

ル
グ
リ
ム
（
巡
礼
者
の
意
味
）
が
時

空
を
自
由
に
行
き
来
す
る
Ｓ
Ｆ
小
説

で
、
主
人
公
は
不
条
理
な
死
に
立
ち

会
う
た
び
に
「
そ
う
い
う
も
の
だ 

（S
o
 
i
t
 
g
o
e
s

）
」
と
呟
く
。
小
説

の
語
り
が
シ
ニ
カ
ル
な
ユ
ー
モ
ア
に

包
ま
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

何
度
も
繰
り
返
さ
れ
る
そ
の
言
葉
は
、

少
し
ず
つ
溜
ま
っ
て
い
き
、
戦
争
や

死
に
つ
い
て
深
く
考
え
さ
せ
ら
れ
る
。 

冬
休
み
は
活
字
に
親
し
む
の
に
良

い
機
会
で
あ
る
。
充
実
し
た
読
書
の

時
間
を
持
ち
、
世
界
を
広
げ
て
欲
し

い
。 
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開
催
日
時 


 

十
一
月
三
日
（
土
） 

 
 

九
時
〜
一
五
時 


 

十
一
月
四
日
（
日
） 

 
 

九
時
〜
一
六
時 

 

場
所 

 

学
習
院
中
・
高
等
科
図
書
室 

 

テ
ー

マ 
 

三
島
由
紀
夫
と
学
習
院                 

内
容 

今
回
、
図
書
委
員
会
で
我
が
校

の
誇
る
べ
き
卒
業
生
三
島
由
紀
夫

に
関
す
る
展
示
を
行
い
ま
し
た
。

例
年
、
模
造
紙
の
展
示
の
み
で
分

か
り
に
く
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
し

た
が
、
今
回
は
映
像
に
よ
る
解
説

を
加
え
、
と
て
も
分
か
り
や
す
い

展
示
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
今

回
は
展
示
が
大
幅
に
ボ
リ
ュ
ー
ム

ア
ッ
プ
し
ま
し
た
。
模
造
紙
の
枚

数
は
去
年
の
二
倍
、
貴
重
本
の
数

は
去
年
の
三
倍
と
、
図
書
主
任
の

飯
島
先
生
も
大
満
足
の
内
容
の
濃

さ
と
な
り
ま
し
た
。 

今
回
の
目
玉
は
貴
重
本
の
多
さ

で
、
例
え
ば
、
『
春
の
雪
』
の
英
語

版
、
仏
蘭
西
語
版
、
中
国
語
版
や
、

三
島
の
直
筆
の
サ
イ
ン
入
り
の

『
黒
蜥
蜴
』
等
一
冊
数
十
万
す
る

本
が
展
示
棚
の
上
に
ズ
ラ
リ
と
並

び
ま
し
た
。 

今
回
、
往
年
の
三
島
の
姿
を
知

る
波
多
野
院
長
が
お
越
し
に
な
り

ま
し
た
。
左
上
は
ご
覧
に
な
っ
た

時
の
写
真
で
す
。 

  

最
後
に 

前
回
は
白
樺
派
、
今
回
は
三
島

由
紀
夫
と
学
習
院
出
身
の
作
家
シ

リ
ー
ズ
を
二
年
に
渡
り
展
示
し
て

ま
い
り
ま
し
た
。
皆
様
い
か
が
で

し
た
か
？ 
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鳳
櫻
祭 

〜
感
想
〜 

  

鳳
櫻
祭
が
十
一
月
三
日
・
四

日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
二

日
間
、
皆
さ
ん
は
ど
の
よ
う
に

過
ご
さ
れ
ま
し
た
か
？ 

 

図
書
委
員
会
で
は
『
三
島
由

紀
夫
と
学
習
院
』
と
い
う
名
目

で
我
々
の
先
輩
で
あ
る
三
島
由

紀
夫
に
つ
い
て
展
示
発
表
を
行

い
ま
し
た
。
ま
た
、
図
書
室
内

で
は
二
年
生
の
総
合
選
択
「
文

芸
作
品
を
朗
読
で
味
わ
う
」
を

選
択
し
て
い
る
生
徒
達
に
よ
る

『
小
さ
な
朗
読
会
』
と
い
う
朗

読
発
表
も
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

図
書
室
へ
の
来
場
者
数
は 

初
日 

 

七
〇
三
人 

二
日
目 

六
五
九
人 

で
し
た
。
合
計
一
三
六
二
人
も

の
方
が
来
場
さ
れ
ま
し
た
。 

 

こ
の
数
字
を
見
る
と
、
鳳
櫻

祭
当
日
に
図
書
室
に
来
ら
れ
な

か
っ
た
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
と

思
わ
れ
ま
す
。
そ
こ
で
！
我
々

図
書
委
員
会
が
鳳
櫻
祭
で
ど
の

よ
う
な
こ
と
を
し
た
の
か
、
何

を
し
て
き
た
の
か
を
語
ら
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。 

 

我
々
は
三
島
由
紀
夫
の
展
示

を
行
う
に
向
け
て
四
つ
の
班
を

結
成
し
ま
し
た
。
山
中
湖
班
・

市
ヶ
谷
班
・
Ｐ
Ｖ
作
成
班
・
自

習
班
の
四
つ
で
す
。
こ
れ
だ
け

聞
い
て
も
何
を
行
っ
た
の
か
わ

か
ら
な
い
と
い
う
方
が
多
い
で

し
ょ
う
。
な
の
で
、
こ
れ
か
ら

各
班
が
何
を
し
た
の
か
を
大
ま

か
に
説
明
し
て
い
き
ま
す
。 

・
山
中
湖
班 

 
山
梨
県
の
山
中
湖
近
く
に
あ

る
文
学
の
森
と
い
う
場
所
に

「
三
島
由
紀
夫
文
学
館
」
が
あ

る
と
聞
き
、
山
中
湖
ま
で
行
き

ま
し
た
。
館
内
で
は
三
島
由
紀

夫
の
生
原
稿
や
仕
事
場
の
再
現

な
ど
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。 

・
市
ヶ
谷
班 

東
京
都
の
市
谷
本
村
町
に
あ

る
防
衛
省
を
見
学
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
目
的
は
三
島
由

紀
夫
の
自
決
し
た
場
所
の
訪
問

で
す
。
三
島
事
件
で
、
三
島
由

紀
夫
が
自
衛
官
と
切
り
あ
っ
た

際
に
で
き
た
と
さ
れ
る
刀
傷
な

ど
を
見
学
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。 

・
Ｐ
Ｖ
作
成
班 

 

三
島
由
紀
夫
、
図
書
室
、
そ

し
て
図
書
委
員
会
に
つ
い
て
の

Ｐ
Ｖ
を
作
成
し
ま
し
た
。
出
来

は
中
々
の
も
の
に
な
っ
た
と
自

負
し
て
お
り
ま
す
。
当
日
は
図

書
室
の
入
口
付
近
の
廊
下
で
も

流
し
て
い
た
の
で
、
見
て
く
だ

さ
っ
た
方
も
多
い
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。 

・
自
習
班 

 

そ
の
名
の
通
り
、
自
習
で
す
。

山
中
湖
や
防
衛
省
を
伺
っ
た
の

は
夏
休
み
な
の
で
、
予
定
の
合

わ
な
か
っ
た
委
員
等
は
各
自
で

三
島
由
紀
夫
に
つ
い
て
調
べ
ま

し
た
。 

 
 

↑ 展示を眺める高等科生と解説する図書委員 
  陰に隠れてしまっているほうが図書委員である 
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